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Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）  

 学校名 河南町立河南東中学校 

 学 年  １年  ２年  ３年  特殊学級  計  教員数 

 学級数 ３ ３ ３ １ １０ 

 

 生徒数 ８５ ９８ ９８ ３ ２８４ 

２３ 

 
 
Ⅱ 研究の概要 
  １．研究主題  
 確かな学力を身に付けようとする生徒の育成 

～個に応じた学習指導の工夫を通して～ 
 
  ２．研究内容と方法 
  (1) 実施学年・教科  
 ・全学年・全教科 

 全教科、領域等で基礎基本の定着を目指し学力向上に取り組む。 
・１、２年・数学 
 教師による生徒への支援の機会を拡大するため、少人数にして指導を行うことで
 個に応じた指導を行い、学力の向上を図る。 
・３年・理科 
 最終学年で、複数の教員による指導をすることで、個に応じたきめ細かな指導を行
う。 

 
  (2) 年次ごとの計画 
   

 
 
 
 
 
平 

 成 
 15 
 年 
 度 

○ テーマ 
「確かな学力を身に付けようとする生徒の育成」 

   ～個に応じた学習指導の工夫を通して～ 
○ 課題把握の段階で、課題意識を高めるような工夫を行えば、問題解決に主
体的に取り組み、基礎的基本的な内容が確実に定着するだろう。 

○ 研究の内容と方法 
 

 《共通理解と指導計画の作成》 
（１）生徒の実態調査 
（２）標準学力検査 

《授業実践》 
（１）確かな学力向上に向けての学校づくりの方向性を共通理解 
① わかる授業作り 
② 基礎・基本の確かな定着 
（２）個に応じた指導の工夫 
①指導過程の工夫 
②指導形態の工夫 
③問題解決的な学習 
④課題把握・提示の工夫 
⑤教材・教具の工夫 
⑥表現の場を工夫した授業づくり

  



  平 
 成 
 15 
 年 
 度 

（３）指導に生かす評価の工夫 
   ① 評価規準表の活用 
  ② 日常化できる評価の工夫 
（４）学習環境の整備 
  ① 朝読書タイム 
  ② 学びのルール作り 

    
  平 

 成 
 16 
 年 
 度 

○ テーマ 
「確かな学力を身に付けようとする生徒の育成」 

   ～個に応じた学習指導の工夫を通して～ 
○ 課題把握の段階で、課題意識を高めるような工夫を行えば、問題解決に主
体的に取り組み、基礎的基本的な内容が確実に定着するだろう。 

○ 《実践と改善》 
（１）確かな学力向上に向けての学校づくりの実践 
（２）個に応じた指導の工夫 
（３）指導に生かす評価の工夫 
（４）教材・教具の開発 
（５）学習環境の整備 

 
     

(3) 研究推進体制  
   

 
 校長  教頭   学力向上フロンティア推進委員会 
 
 
 
      教科部会              各研究部 
 
 
 
 人文部会 理数部会 技能部会   理論研究部 授業研究部 調査研究部 
 
 
 
            全 体 研 修 会 
  

 
 
Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果  
 ・ 課題把握の段階を工夫することで、生徒が自分の課題をしっかり捉え、学習の見

通しを持ち、意欲的に学習に取り組むようになった。 
・ 毎時間の評価規準を絞り込むことで、ねらいがはっきりし、個々の生徒の実態が
把握でき支援のあり方が明確になった。 

・ 少人数にして指導を行うことで、支援の機会が拡大し、個に応じた指導を行うこ
とができた。 

 
  



 ２．今後の課題 
 ・ 本校の研究の中心は、課題把握の段階を工夫することによって、生徒の興味・関

心を高め、生徒が学ぼうとする意欲を起こさせることにある。日常の毎時間の授
業の中で外的動機付けをしっかり行い、生徒自身が進んで学ぼうとする内的動機
付けに結びつくよう今後も、より一層工夫改善を図っていきたい。 

・ 生徒が学習に見通しを持って取り組み、振り返りをするためには学習カード等の
工夫や資料の蓄積が必要である。各教科で自己評価の工夫を行っていく必要があ
る。 

・ 家庭学習の習慣や進路に結びつけた学力向上の取り組みを進めるため、特別活動
との関わりについて見直し、連携を図っていきたい。 

 
 
Ⅳ 学力把握のための学校としての取組  
 ○ 学力検査の実施 ５月 

○ 学習に関する意識調査 ６月、２月 
 
 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及  
 ○ 研究紀要を作成し研究内容の普及に努める。 

○ Ｗｅｂページを作成し研究内容の普及に努める。 
 
 
 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 
    【新規校・継続校】     ■１５年度からの新規校    □１４年度からの継続校 
 
    【学校規模】     □３学級以下              □４～６学級 
                        □７～９学級              ■１０～１２学級 
                        □１３～１５学級          □１６学級以上 
 
    【指導体制】     ■少人数指導       ■Ｔ．Ｔによる指導 
                        □その他 
 
    【研究教科】     ■国語    ■社会    ■数学    ■理科 
                        ■外国語   ■音楽    ■美術    ■技術・家庭 
                        ■保健体育  □その他 
 
    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】       ■ 有      □ 無 
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